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第 1部技術報告



1.はじめに

毎木調査結果報告その 2

一主要落葉広葉樹 8種の変化について－

技術専門職員

技術専門職員

大野

持田

祥子

大

北海道大学植物園では、圏内に自生および植栽している樹木について、不定期ではある

が継続的に毎木調査を行っている 。近年では 1997年、 2005年、 2009年に行っている（谷

井ら 1999、大野ら 2012）。

本国は札幌市の中心部に位置し、開拓当初から残るハルニレやエゾイタヤを主体とした

落葉広葉樹とその子孫および植栽した樹木が生育している 。↑亘屋・伊藤（ 1983）は本園を

含む札幌市中心部の潜在自然植生はハルニレーエゾイタヤ林と推定し、原植生はハノレニレの

優占する林分としている 。

これまでの毎木調査の結果から、本閏の原植生が変化しつつあることが認められている

（谷井ら 1999、大野ら 2012）。 また、 2004年には開園史上最大の台風被害に遭い、圏内

樹木数の約 2害1］の樹木が失われた（大野ら 2006）。継続的な毎木調査によって得られたデ

ータは、本園を構成する樹木の構造と組成の時間的な変化を知る上で有用な情報となる 。

そこで本報告では、 2009年毎木調査の結果（大野ら 2012）の続報として、本圏内に自

生している主要落葉広葉樹 8種を対象に、これら樹種ごとの本数の増減や生長の変化に注

目し、今後の植物園の樹木構造にどのような影響を及ぼす可能性があるのかについて検討

する 。 また、示された結果をふまえて今後の樹木管理および育成における課題について考

察する 。

2.材料および方法

2-1主要落葉広葉樹 8種の選定

解析する樹種として、本固に自生する樹種のうち、開拓当初から植物園周辺の森を構成

し、比較的数も多く存在したと考えられるハルニレ、ハンノキ、エゾイタヤ、ハリギリ、

ミズナラ、ミズキ、オニグノレミ、ヤチダモの 8種を選定した。本報告ではこれらを「主要

樹種Jと記す。また、主要樹種を含むすべての樹種を示す場合は「全樹種」、主要樹種を除

いた樹種を「その他の樹種J と記す。

2-2毎木調査

本園における毎木調査とは、圏内に生育する胸高（地表から 1.3m）直径 10cm以上の樹

木を対象として、管理番号を付与したうえで、樹種の同定、胸高直径および樹高の測定を

行い、また樹木地図に樹木の位置を記録するものである 。

本報告では 1997年および 2005年、 2009年の毎木調査（谷井ら 1999、大野ら 2012)

から得られた樹種名、樹種ごとの本数、各幹の胸高直径のデータを用いた。ただし、 2005
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年の調査結果については台風被害直後であり、樹木本数などに大きな変動が生じていたた

め必要な場合に限って用いることとした。 また、長期 的な変動を検討するための参考とし

て 1976年 のデータ（谷井ら 1999） も一部用いた。

2・3樹種別の動態調査

2・3・1 樹種別 の本数の変化と胸高断面積合計（ rrf) ( TBA : Total Basal Area） の変化

1976年、 1997年、 2009年の調査結果から樹種別 の本数および TBAを算出し、その動

態を把握し た。

TBAとは、 各個体の胸高 断面積（BA）を合計したもので、森林の現存量を 推定す る指数

として 用い られる 。BAは以下の式で求めた。

胸高断面積（BA) ＝π （胸高直径／2)2

2・3・2樹種別 の胸高直径階別 の本数変化

樹木個体ごとの胸高直径を 20cmごとの階別に区分し、 1997年と 2009年における各樹

種の階別 の樹木数の分布から 12年 間の動態を検討した。

2・3・3樹種別の新規加入率と死亡率

樹種別の 1997年から 2009年までの 12年間の年あたりの新規加入率と死亡率を以下の

式から求めた（環境省生物多様性センター 2009）。

新規加入率（今固までに成長して調査対象木となった新規加入個体の割合）

ln(Nf/N s) 100/t 

死亡率（前回の調査時から今固までに死亡した個体の割合） : ln(No/Ns)lOO/t 

ここで、 Noは 1997年調査時の個体数を示す。Nsは 1997年から 2009年を通 して生存

していた個体数を示す。Nfは 2009年の個体数を示す。 tは 12年とする 。

なお、一般に死亡した個体は自 然災害および自然状態での倒木、枯死木などをいうが、

本報告では安全管理上やむを得ず伐採した木も含めた。

3.結果

3・1 樹種別の本数と TBAの変化

圏内の全樹木数は、 1976年から 2009年までに 3000本前後で推移し、 1997年から 2009

年までに 344本減少した（大野ら 2012）。 しかし、樹種別にみた場合には本数の推移が異

なっていた。主要樹種 8種について 1976年、 1997年 、2009年の本数と TBAの値を図 1

に示した。

1997年から 2009年における主要樹種の本数変化は本数が減少した 6種：ハルニレ（図

1・a）、ハンノキ（図 1・b）、ハ リギリ（ 図 1・d）、ミズナラ（図 l・e）、 ミズキ（ 図 1-f)、オニ

グノレミ （図 l・g）と、本数が増加し た 2種 ：エゾ イ タヤ（図 l・c）、ヤチダモ（図 1・ h）に分

けられた。

同時期の TBAの変化では、 TBAが減少した 4種：ハノレニレ（図 l・a）、ハンノキ（図 r
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b）、 ハリギリ（図 1-d）、ヤチ ダモ（図 1-h）、反対に増加した 3種：ミズナラ（図 1-e）、ミ

ズキ（図 1-f)、オニグノレミ（図 1・g）、微増した 1種：エゾイタヤ（図 1-c）となった。

これらのことから、本数および TBAともに減少した 3種：ハノレニレ、ハンノキ、ハリギ

リ、ともに増加（TBAは微増）した種 1種：エゾイタヤ、本数は減少したが TBAは増加

した 3種：ミズナラ、ミズキ、オニグルミの 3タイプに分けられた。ヤチダモは本数が微

増、 TBAは微減であった。 ただし、樹木本数の減少については、安全管理等の問題から

本数をコントローノレしているため、自然状態での変化を示しているものではないことに注

意する必要がある 。

3-2 胸高直径階別にみた各樹種の動態

図 2に、 1997年および 2009年の主要樹種の胸高直径階別の本数分布を示した。

1997年の胸高直径階別の分布をみると、分布構成に 2つのタイプが示された。

一つは、ハルニレ（図 2-a-1)、エゾイタヤ（図 2-c-1）、 ハリギリ（図 2-d-1）、ミズナラ

（図 2-e-1）、 ミズキ（図 2-f-1)、オニグノレミ （図 2-g-1）、ヤチダモ（図 2四 h-1）にみられ

る 10～30cmに本数が多い L型分布を示し、もう一方は、ハンノキ（図 2-b-1) みられる

10～30cmに本数が少なく、 30～50cm に頂点を持つ一 山型分布であった。

2009年では、ハノレニレ（図 2-a-2）、ハンノキ（図 2-b-2）、オニグルミ（図 2”g-2）の 3

種が 30～50cm を頂点とする一山型分布を示した。ハノレニレは 110cm～130cmに 2つめの

山がみられる点で特徴的であった。その他 の樹種は 1997年と同様の分布を示した。

3-3 樹種別の新規加入率と死亡率

各樹種の 1997年から 2009年の 12年間における年あたりの新規加入率と死亡率を図 3

に示した。全樹種を対象とした新規加入率は 1.29%/year、死亡率は 2.18%/yearであった

が、主要樹種においては樹種別 に傾向が異なっていた。

エゾイタヤおよびヤチダモの新規加入率は死亡率を上回った。特にエゾイタヤの新規加

入率は 2.57%/yearを示し、最も高かった。

対照的に、他の 6種は死亡率が新規加入率を上回った。特にハンノキの新規加入率は

0%/year、ハルニレは 0.31%/yearで新規個体が全くないかわずかであった。また、ハンノ

キの死亡率は 5.92%/yearと 8種のなかで最も高い値を示し、新規個体が加入していない

こともあわせ、種の存続の上で危機的状況にあることが示された。

4.考察

本園の総樹木数は、 1976年から 2009年にかけていったん増加した後、減少している 。

一方、 TBAは減少をし続けている（図 4）。 1997年から 2009年にかけての樹木数の減少

は台風による被害（大野ら 2006）や圏内の公開部分において入園者の安全確保を目的とし

た危険木の伐採、建物の新営に伴う伐採などが少なからず影響しているものと考えられる 。

しかし、 1976年と比較して樹木本数が増加しているにもかかわらず TBAが減少している

ことは、大径木が枯死や伐採により減少し、一方で多数の小径木（若木）が調査で登録さ

れるようになったためと考えられる。

しかしながら、主要樹種を種別に比較した場合、その変化のありかたには相違がみられ

た。まず、園全体の樹木数が減少傾向にあるにもかかわらず、本数を増やしているエゾイ
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タヤの存在が挙げられる。エゾイタヤは TBAが緩やかに増加し（図 l・c）、かつ胸高直径

階別の本数をみても若木が数多く存在している（図 2-c）ことが示された。今後、 2004年

の台風のような大きな撹乱や管理上やむを得ない伐採を行わない限り増加し続けるものと

考えられる。

ミズキやヤチダモは本数の大幅な増加は認められなかったが（図 1-f、1・ h）、建物の新営

に際して相当数の個体を伐採しており、人為的な影響がなければエゾイタヤと同様の傾向

を示していた可能性があり、今後の動向に注意する必要がある 。 また、ミズナラもこれら

のグループと同様の傾向を示しており（図 1・e）、自然更新が進んでゆく可能性はあるもの

の個体数が少ないため、撹乱を受けた場合には大きなダメージを被るおそれがある 。

自然更新が認められ本数の増加が見込まれる種に対し、ハノレニレやハンノキは実生個体

がわずかまたは認められず、かっ下位直径階の本数も減少し上位直径階に分布が偏る、少

子高齢化の状態であることが示された（図 2・a-2、2-b-2）。特にハンノキは新規加入が全く

なく（図 3）、上位直径階の本数も減少していた（図 2-b-2）。これらの樹種は、何らかの方

策をとらない限り、近い将来本園に生育しなくなる懸念がある 。 なお、ハリギリ、オニグ

ルミは下位直径階の本数が減少している（図 2・d・2、2-g-2）が、ハノレニレやハンノキと異

なり圏内に実生個体が多数確認されている 。 しかし、これらの若木は管理上好ましくない

場所に生育していることが多く、伐採対象となり、下位直径階に含まれる本数が抑制され

ている可能性がある 。

恒屋・伊藤（ 1983）は、本閏を含む札幌市中心部の潜在自然植生をハルニレ エゾイタ

ヤ林と推定していた。また、恒屋（ 1996）の石狩低地帯北部での研究によれば、ハンノキ、

ヤチダモ、ハノレニレの順に湿潤な立地からより乾性な立地を生育地としており、これに乾

性へ傾いた立地ではイタヤカエデが出現し、さらに乾燥するとミズナラが多く分布すると

している。村松（ 1998）は本圏内の自然林区画の調査から、現状は優占樹種がハノレニレか

らエゾイタヤへの移行段階にあることを示し、将来的にエゾイタヤが優占すると推測した。

その原因として、主に都市化による地下水位低下に伴う乾燥化を挙げていた。持田ら（ 2009) 

は村松（ 1998）の用いた調査区において、エゾイタヤが優占していることを把握した。本

報告は一区画だけでなく本圏全体においても同様の傾向であることを裏付けるものとなっ

た。

ただし、上述したように、本国における樹木の遷移にはこれらの自然環境の変化ととも

に安全および維持管理などで伐採を行っているため、一般的に考えられている更新様式と

は異なるものであると考える。

5.まとめ・課題

本園は、地形も含めた札幌の原植生を維持し、地域住民の憩いの場として、エゾリス・

キツツキ・昆虫など生物の生息空間として、みどりの景観の保全などさまざまな役割を担

っている 。 また、研究教育施設として多様な植物種の保存、管理が重要な使命である 。本

報告で示したように、現状のまま本園を維持していくならば、原植生の主要構成種の 一つ

であるハノレニレが減少し、エゾイタヤが優占する林となる可能性が高い。

本園の樹木構成、景観の上で主要樹種は大きな役割を果たしているが、樹種によってそ

の増減や生長には違いが確認された。今後も長期にわたり本園の雄大な景観を保つために

は、ハルニレの巨木の存在は不可欠である 。 そのためにも若木の育成に力を入れていく必
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要があるだろう。また、ハンノキは自然状態下では子孫を残すことができない状況が明ら

かになったため 、現在、種子から苗を育成 している。 2014年度には若木の植栽を実施する

予定である 。 その他 の樹種についても種の特性を考慮、し 、若木から老木までバランスよく

維持していくことが必要である 。立地環境の変化や近年の気候変動なども考慮 しながら従

来通りの本園の景観を維持するために、適切な植栽および伐採などの樹木管理を行ってい

きたい。
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日本植物園協会第 48回大会に参加して

技術専門職員 持田大

平成 25年 5月 30日～6月 1日に国立科学博物館筑波実験植物園（以下、筑波実験植物

園と記す）で日本植物園協会第 48回大会が開催された。筆者は、 5月 31日午後に行われ

た「植物園の学習支援活動に関するセッション」及び「研究発表会」に参加したのでここ

に報告する 。 また、研究発表会では口頭発表をする機会を得たので併せて報告する 。

まず「植物園の学習支援活動に関するセッション j では広報、展示等の様々な学習支援

活動の報告が 5題あった。 中でも最も印象に残った報告は、筑波実験植物園による「やさ

しく、そして深く、 真 の植物園の姿を伝える広報へj と題したインナーコミュニケーショ

ン強化の取り組みであった。インナーコミュニケーションとは、電子メーノレや紙媒体で配

信している内部向け広報で、すべての職員の間で植物園の方向性と情報を共有し、職員誰

もがかしこまらず情報発信できるといったメリットがある 。 これを強化することにより、

部署を超えた見通しの良い職場環境が作られるイメージを筆者は持った。来園者向けの見

どころ情報を例に挙げると、この活動によって、現場で働く職員だけでなく、窓口の職員

とも充実した情報を共有することで、来園者の対応に幅が広がると考えられた。

次いで研究発表会では、ポスター発表 7件と口頭発表 6件があり、内容は多岐にわたる

ものであった。ポスター発表では参加者約 120名が各々のポスターを見て回り、熱心に説

明する発表者に対し、しっかり耳を傾け、活発な意見交換が行われていた。

筆者は平成 20年の第 43回大会で「北海道大学植物園自然林区画における長期モニタリ

ングの取り組みについて」と題して、この調査を始めた経緯および調査内容を報告した。

この第 48回大会では、その取り組みの続報として、『初期 5年間の樹木動態について』と

サブタイトノレのもとに、毎木調査及び落下回収種子調査の結果の 一部を含む途中経過を報

告した。幸いなことに、最後の質疑応答では、数名の挙手があり、その内 4名の方から落

下回収種子の飛距離や年変動などに関する質問をいただいた。返答として、調査を始めて

5年間の結果では、落下回収種子の種組成からほとんどは近くの樹木から散布されている

こと、落下回収種子数の年次変動は樹種により異なることを伝えた。今後これらの質問内

容により明確な回答ができる形でデータの蓄積と解析等を継続し、再度植物園協会の研究

発表会で報告したいと考えている。

最後に大会の主催、発表のサポートのほか、尽力していただいた筑波実験植物園職員な

らびに日本植物園協会の皆様にお礼申し上げます。 また、このような発表の機会を与えて

くださった本園職員各位に感謝します。
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植物園の年間概要

研究

植物部門では、絶滅危倶種の保全活動として、レブンアツモリソウの育成実験を継続

して行った。 また、昨年に引き続き北海道立総合研究機構と協力した 日高山 系のヒダカ

ソウ自生地株の採集と育成実験及び、環境省から委託されたチョウセンキパナアツモリ

ソウの育成実験を行った。

植物分類の研究では、絶滅危慎種ケショウヤナギが良好に生育している十勝管内大樹

町の歴舟川流域のフロラ調査を行った。 また、分類が混乱している広義オオパキスミレ

の系統関係を明らかにするため、各種内分類群と近縁種を含めた分子系統解析を昨年に

引き続き行い、その成果を日本植物分類学会第 13回大会で発表した。 さらに絶滅危倶

種ヒダカ ミセバヤ 、コモチレンゲの集団遺伝解析のために北海道の海岸地域全体でサン

プ リングを行った。

植物生態の研究では、環境省の環境研究総合推進費、戦略研究プロジェクト S-9「ア

ジア規模での生物多様性観測 ・評価・予測に関する総合的研究」の領域テーマ「陸水生

態系における生物多様性損失の定量的評価に関する研究」の第 3年度の研究を実施した。

北海道をモデノレ地域として、湿地の生物多様性損失と生態系劣化の評価を行うために、

植物データベースの構築をほぼ終え、解析手法の開発を継続した。 さらに湿原劣化の駆

動因解析のモデノレ湿地である道南の静狩湿原では、大学院生とともにフロラ、植生、環

境の各面から現地調査や空中写真の解析等を行い、修士論文としてまとめた。 山岳湿原

のモデノレとして浮島湿原と雲井ヶ原湿原でフロラ調査を行った。浮島湿原では植生調査

も実施し、木道設置前と現在の植生の比較を行った。 また、釧｜路湿原やサロベツ湿原等

で、継続調査を行った。 一方、 一昨年度終了し た 6年間の環境省の環境研究・技術開発

推進費に関する成果を学術書として出版する作業に着手し、編集を進めている 。 また、

大空町からの受託研究である、網走湖畔の国指定天然記念物 「女満別湿生植物群落Jの

更新状況に関する調査が 2年目となり、教員と学生で調査に複数回 出かけるとともに、

農学研究院の教員にボー リングと測 量を依頼したことで解析がより進んだ。調査の合聞

には大空町民への現地説 明会や講演会等を実施した。

博物部門では、所蔵標本（旧樺太採集鳥類標本、ブラキストン鳥類コレクション）の

コレクションヒストリーの解明を進め、資料価値を向上させた。 また、昨年度より着手

している千島出土考古資料の整理・調査を継続し、資料目録の刊行に向けて情報の整備、

資料化をすすめた。 このほか、国立民族学博物館所蔵アイヌ民族資料の情報再整備に継

続して協力する等、外部機関との連携の充実をすすめた。

また、海外における活動として、 5月に教員 1名が中国福建省で聞かれたシンポジウ

ムに参加・発表した。 10月には日本植物園協会の 2013年度海外事情調査隊に教員 2名

が参加し、北大とゆかりの深い台湾の台 北植物園、国 立自然科学博物館や国立公園等で

視察を行い、交流を深めた。
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教育

当園として初めて、インターンシップの学生 1名を受け入れ、技術職員とともに植物

園の管理業務を行った。

植物生態・体系 学研究室の所属とな った農学部の 3年生 2名、 4年生 2名、修士 1年

3名、修士 2年 1名の研究、論文作成の指導を行った。農学部学生対象の実験と しては、

生物資源科学実験、生物資源科学特別実験、 一般教育演習の 3つの学生実習を圏内で実

施した。また、農学部において植物分類生態学の講義、および生物資源科学実験を行い、

苫小牧研究林で生物学実習を行った。農学院の授業としては生物生態体系学特論 Iおよ

び IIの講義を行った。さらに全学対象の一般教育演習「北大エコキャンパスの自然一植

物学入門 Jおよび「牧場のくらしと自然 j、国際交流科目「Agriculturein Hokkaido」

および「北方生物圏フィールドバイオサイエンス J、「湿原の科学」等の授業を行った。

このほか学内および他大学や研究機関からの実習や研究利用の受け入れ、学芸員資格取

得のための博物館実習生の受け入れを行った。

資料関連

植物部門では、英国オックスフォード大学の種子保存事業に協力し、北海道東部での

種子採取を 10月に行う等、計 269種の植物を導入した。また、昨年度に引き続き植物

標本を含めた博物資料の整理を行い、資料管理の強化と研究者への発信のため、標本の

データベース登録を行った。

博物部門では 、教育 ・研究支援機能の一層の強化を目的とし て、所蔵資料目録 7号（阿

部永博士寄贈 噛乳類標本目録）を刊行し、標本利用の促進を図った。

社会教育

4月 29日より通常の開園を行って一般に開放し、 5月 4日のみどりの日には無料開園

を行った。 8月 1日と 2日には小学生を対象にした公開講座「葉っぱで作る植物図鑑」

を行い、両日で合わせて 40名が参加した。例年行っている「冬の植物園ウォッチング・

ツアー」も 3月 1日と 2日に行い、合計 41名の小学生とその家族が参加した。どちら

の講座も参加者の感想は概ね好評であった。また大学で受け入れている札幌藻岩高校の

環境教育講座をはじめ、各小学校・中学校・高校の修学旅行や生涯学習における説明に

も対応した。また、 11月には教員が先端科学移動大学の講師として釧路で高校の授業、

公開講座での講演を行った。

「
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活動記録

1. 「葉っぱで作る植物図鑑J

8月 1日と 2日の両日、小学生を対象とした夏期公開講座「葉っぱでつくる植物図鑑J

を開催した 。 参加した子供たちは、 20種類以上。の樹木の中から各自で数種類の葉を選び、

特徴を観 察 し た。 その後、観察した葉を台紙に貼り付け、特徴を記入したシートとともに

綴って図鑑として仕上げた。最初は職員に確認しながらの作業であったが、直ぐにコツを

つかみ図鑑作りを楽しんでいる様子だった。

8月 1日 8月 2日
全日程日時

午前 午後 午前 午後

申込件数 10 12 11 11 44 

参加者 数
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

6 4 10 5 5 10 4 7 11 4 5 9 19 21 40 

天候 曇り 曇り 晴れ 晴れ 対応職員数
気象

気温 24.1 °C 26.1℃ 23.1 °C 24.2°C 各国 6名

2.「冬の植物園ウォッチング・ツアーj

3月 1日と 2日の両日、小学生とその家族を対象とした観察会「冬の植物園ワォッチン

グ・ツアー」を開催した。参加者は職員の案内で冬の圏内を散策しながら、マツボックリ

や樹液が出る様子を観察した他、博物館内にて植物と動物の関りについて学んだ。 また、

カンジキを使った 雪上歩行を体験した。 散策後は温室内でマツボックリや木の実を使った

工作を行った。 回によっては散策中にアカゲラが姿を見せるといった場面もあり、参加者

は冬の圏内散策を満喫している様子だった。

日時
3月 1日 3月 2日

全日程
午前 午後 午前 午後

申込件数 8 15 15 9 47 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

参加者数 子供 4 。4 3 5 8 4 3 7 3 。3 14 8 22 

保護者 1 3 4 2 2 4 4 4 8 1 2 3 8 11 19 

気象
天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 対応職員数

気温 0.5℃ 1.4。C -1. 3°C ー1.1°C 各国 4名
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フィールド利用実績

調査研究目的によるフィーノレド利用は以下の 19件である 。

月日 ！ 調査内容 利用機関

4.16 ！ツツジ科植物の耐凍性と含有糖の関係 i本学大学院農学院園芸学研究室

4.23～12.3 Iスズメパチ捕獲調査 j森林総合研究所北海道支所

(39回）

4.26～4.29 札幌市におけるエゾアカガエノレの 本学大学院農学院

(2回） 遺伝構造に関する研究 森林生態系管理学研究室

5.10 ；有毒植物の遺伝子解析及び化学成分分析 ；富山大学和漢医薬学総合研究所

5.17 i勇払及び苫小牧周辺における古植生の復元 j苫小牧市博物館

6:10==9~91長Jヴセン長パナデシ－壬j ジF記蚕弱；生態一学ら示·~ 1京都大学大学反天両－－－：－~環境学研究科
(11回） ： ；自然環境動態論講座

6.21 lヤマブドウのウィルス検定と成分分析 ：本学大学院農学院園芸学研究室

6.28 z トリカブトの遺伝子検査および毒物学的検査 岩手医科大学医学部法医学講座

7.1～11.12 ウキクサに関する研究 本学大学院地球環境科学研究院

(4回） ｝分子生物学分野

7.16 チョウセンキパナアツモリソウの保全遺伝学的研究 東北大学大学院農学研究科

生物共生科学分野

7.25 j標本作製用植物の採取 ；北海道教育大学函館校環境科学専攻

8.26～9.27；ウキクサへの高付着微生物の探索 ；本学大学院環境科学院

I i分子生物学コース

8.26～12.5］ササを用いた環境修復剤の研究 i本学大学院環境科学院

I j環境適応科学コース

8.30 j小石川植物園の公開温室を中心に、日本の植物園にある；東京理科大学大学院工学研究科

1温室の改修や改築に関する研究 ；建築学専攻

9.6 培地問の環境サンプルの CFUの差 本学大学院農学院

微生物新機能開発学研究室

10.4 ；バイオミメティクス超擁水性についての研究 ；本学総合博物館

10.13 jスノキ属植物の果実の成分分析 ；本学北方生物圏フィーノレド科学

センタ一生物生産研究農場

11.7 ；レブンアツモリソウ共生菌の生態調査 ；本学大学院農学研究院園芸学研究室

I云 ］外泊反仏誌げ弱一一一一一一一一一一一云ー学元長院長学院白木亙弱逗i記長室白
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資料利用実績

生体資料提供実績

調査研究目的による生体資料提供は以下の 19件である 。

月日 I 提供資料 ； 研究内容

4.16 ！リョウブ、シダレヤナギ、 jツツジ科植物の耐凍性と

シャクナゲ、アケビ j含有糖の関係

4.17 オオパオオヤマレンゲ モクレン属のフェノロジー

5.10 オクトリカブト、スイセン、 有毒植物の遺伝子解析及び

ニリンソウ 化学成分分析

5.17 グイマツ雄花序 勇払及び苫小牧周辺の

古植生の復元

5.21 ノウゴウイチゴ 日本に自生する野生種イチゴの

ゲノム情報と生育特性
曲一一...一一一一，....・－一一
6.21 ヤマブドウ枝 ヤマブドウのウイノレスに

関する研究

6.28 エゾトリカブト、オクトリカ トリカブトの遺伝子検査

ブト、ヒダカトリカブト全草 および毒物学的検査

7.1～11.12 ウキクサ ウキクサに関する研究

(3回）

7.9 パアソブ 薬効を有する絶滅危慎植物の生

育域外保全

7.16 チョウセンキパナアツモリ チョウセンキパナアツモリソウ

ソウ葉 の保全遺伝学的研究

7.25 ハリモミ、グイマツ、イヌブ 標本作製用植物の採取

ナ、アメリカブナ葉、枝

8.26～12.5 ササ ササを用いた環境修復剤の研究

(2回）
…ー”…’一……h，一－－－－，ー，一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
8.26～9.27 ウキクサ ウキクサへの高付着微生物の探

索
………………ー……ー…一一…，・・・・・←・－一一一一一一

10.3 ヤチヤナギ ヤチヤナギのフェノロジー

10.4 ハス、サトイモ葉 バイオミメティクス

超擁水性の研究

10.13 ナツハゼ果実 スノキ属植物の果実の

成分分析

10.28 アカイタヤ、クロビイタヤ 人類の歴史と自然環境

（植物相）の関係

利用機関

本学大学院農学院

ー園芸学研究室

国立科学博物館

筑波実験植物園樹形研究会

富山大学和漢医薬学

総合研究所

苫小牧市博物館

宇都宮大学農学部

生物資源科学科園芸学研究室

本学大学院農学院

園芸学研究室

岩手医科大学医学部

法医学講座

本学大学院環境科学院

環境分子生物学分野

武田薬品工業株式会社

京都薬用植物園

東北大学大学院農学研究科

生物共生科学分野

北海道教育大学函館校

環境科学専攻

本学大学院環境科学院

環境適応科学コース

本学大学院環境科学院

分子生物学コース

国立科学博物館

筑波実験植物園樹形研究会

本学総合博物館

－－－－－－－－－ー………－・・.. ・・・・・・・－・……一一一一一一一一一・....・－－
本学北方生物園フィールド科

学センタ一生物生産研究農場
一一－・・・・・・・・・・，目…一一一一一一－一一－－・m・－－一一・－－・・・・－・・・・・・・・・・－・・－・
青山学院大学

一 一一一一一一
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月日 ； 提供資料 ； 研究内容 ! 利用機関

11.7 jレブンアツモ リソウ jレブンアツモ リソウの i本学大学院農学研究院

I 0.'!iフ，1ipedium1・θ＇§＿＿inae j共生システムの解明 i園芸学研究室

1.15 iオオヤマザクラ、ハシドイ枝タト樹皮の構造と形成 j本学大学院農学院

；樹木生物学研究室

写真資料提供実績

出版・報道等の目的による写真資料提供は以下の 26件 である 。

月日； 利用資料 I 利用機関

4.5 i宮部金吾資料 8点（付属図書館 ・大学文書館共催展「”台湾は天然のi本学大学文書館

，恩恵、裕なる”ー植民地台湾を駈けた北大卒業生たち《第皿期 学問と実i

業》高等農林 ・帝大と民間企業においてJに使用）

4.16 ；歴史資料（明治六年札幌市街の真景）1点 i本学総合博物館

（企画展示 「豊平川と共にーその恵みと災し、」にてパネノレに使用）

5.7 j植物（アカスグリ）1点（書籍 「においと味わいの不思議」に使用） ；株式会社虹有社

5.22 I宮部金吾資料新渡戸稲造資料全般 ド株）銀の鈴杜

（「新渡戸稲造ものがたり」普及版および電子版に使用）

6.13 ；風景 品 開 風 説 ）8；広 一 一 一一…一一一一 一…i惰 ）阻T的イト）

（札幌市公式観光サイ ト 「ょうこそさっぽろJに使用）

6.24 ！両面副局（記事25説 必 五五玩晶弘一正面企由 両日記町長晶画一 一

「前浜の恵み ミツイシコンブ」展に使用） ｜ 
7.1 圏内風景他 3点（ガイドブック「札幌本」に使用） l株式会社世出版

8.28 宮部金吾資料 1点 ｜愛媛新聞社編集局

（札幌農学校卒業生 ：末光績の足跡をたどる新関連載に使用） ！生活文化部

9.2 風景（北ローン他）2点（情報サイト 「Walkerplus」に使用） ！株式会社KADOKAWA 

9.13 宮部金吾資料 5点 ；本学大学文書館

（資料見学会 「新渡戸稲造、札幌での日々」にてパネル展示に使用） I 
10.1 動物資料（エゾオオカミ）2点 ！毎日新聞社

（毎日小学生新関連載企画「富良野自然塾森の時計」に使用）

10.18 動物資料（ゴ、マフアザラシ）1点

（高校生対象日本史資料集「新詳日本史」に使用）

10.21 1歴史資料（サケ缶詰）1点

（テレビ番組「イチオシ ！J内の缶詰特集に使用）

仏 一；雇員蚕瓦（…目
ユアフ。ラザ町民キ、ヤラ リ一「前浜の恵み．ミツイシコンブ＂－」展に使用 ）

株式会社浜島書店

HTB 

10.25 民族会福（アイヌ治1点（著書「木周5り熊」－に使用） 一 一：福丈一一

11.13 動物資料（ゴ、マフアザラシ）1点（テレビ番組「英雄たちの選択」 （株）NHKエンタープライズ

義経か？頼朝か？東北の分水嶺に使用）
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月日 利用資料 利用機関

11.27 i民族資料（トンコリ他）2点（彦根市人権問題通信講座第 7号テキスト；彦根市教育委員会事務局教

「アイヌの人々の人権Jに使用） j育部人権教育課

12.4 宮部金吾資料 1点 ；新ひだか町静内郷土館

（北海道博物館協会学芸職員部会ホームページ上のコラムに使用）

12:1＇誠両日目一一一一一一 一一－－，立たん

（研究発表「シーボノレ トのアオバ ト」の発表スライドに使用）

1.17 2風景（北ローン）1点（「あんふあん春休み号 おでかけ DATAJに使用）I株式会社アドパコム

2.7 5風景（北ローン）1点 カノレチャーランド

（「北海道 修学旅行 札幌・函館まるわかりガイド」に使用）
; －一一一一 ーー 町一一 一 一一一一ー一一・ーーー一 一一一一－-－】一

2.26 e温室内観（多肉植物）1点（「ホットベッパー北海道 4月号Jに使用） （株）北海道毎日サービス

3.11 i動物資料（シマフクロウ）3点 NHKIDJ!I路放送局

! （ネットワークニュース北海道 「シマフクロウ勉強会j に使用）

3.13 i歴史資料（明治六年札幌市街の真景）1点

（情報誌 「HOJNo.78円山特集に使用）

；（株）ぶらんとマガジン社

同何一一句 ω吋 ω．刊 一日 山一郎……”“山……何時山由刊一 一 一一一 一ー一 同司叩 －－－一一ーー一一 一一一 一 一一一一一 ー一一一一一一一一一一一‘一一一一一一一一一一一一 一一一ー一一一一一一
3.20 ；宮部金吾資料 2点 ！本学大学文書館

（「新渡戸稲造ス トーリ一 一札幌農学校からの行路」 に使用） ｜ 

i20；云蔀i蚕貧弱4；長一 一一一一戸 － i示長芙長支書館
（報告書 「〔展示］新渡戸稲造の homeport札幌時代j に使用） I 

盆栽貸出実績

学内行事による盆栽貸出は以下の 2件である。

月日； 貸出先 ｜ 利用目的 I 貸出樹種

6.5 ！本学総務企画部人事課 ！名誉教授称号授与式 jゴヨウマツ

3.29 j本学総務企画部人事課 j北海道大学永年勤続者表彰式 ！ゴヨウマツ
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標本利用実績

さく葉標本利用実績

調査研 究目的によるさく葉標本の利用は以下の 3件である

月日； 利用資料 利用機関

5.8 チングツレマ他 10点 ：釘｜｜路市立博物館

ゼジ刀万一一一一一一…一一一ー プ~~－－－－－一両民主面返語源問両極－
7.2 蚕；ョ房子；子守、、 カキヲλ夕、~ミミドi IKO五EAD;~;~u~~~~:sit;-

博物資料利用実績

調査研究目的 に よる博物館収蔵資料利 用 は以下の 30件 である。

月日； 利用資料 利用機関

4.17 動物資料（コウモリ他）55点（コウモリ類の分類学的研究および ！京都大学総合博物館

ジャコウネズミの地理的変異に関する研究） i 
4.22 考古資料（千島・樺太出土考古資料）全般 ；本学大学院文学研究科

; （千島・樺太関係考古資料の調査・整理）

5.13 動物資料（タンチョウ）3点 i本学大学院理学研究院

（タンチョウの遺伝的多食型空さひ、集閉空望号竺変雪T解明） _J多様性生物学分野

5.20 j宮部金吾関連資料（写真資料）1点 ｜愛媛新聞社編集局生活文化部

（札幌農学校第 23期卒業生：末光績（愛媛県出身）の実績調査） ！ 
5.20 民族資料（碁石入れ他）8点 個人

；（「博物館所蔵大ンキ手竺の一包元自空研空J f＿~！伴う T月五）
5.20 宮部金吾関連資料（宮部金吾関連資料）概要 ；新川町静帆館

（新ひだか町静内郷土館企画展展示資料の調査）
一－・・－・・－－・・・－－・・・・・・－・・・…－・・・・・・－・・・・・・－・・・一一.......・-・・・・・・・・-・・-

5.21 動物資料（アカネズミ）260点（種構成の異なる環境に生息するア 本学大学院環境科学院

カネズミ、 ヒメネズミの形態変異に関する研究） 森林圏環境学コース

6.19 民族資料（木綿衣）2点（民族衣装の複製製作のため） 個人

7.16 民族資料（考古資料）概要 苫小牧駒津大学

（擦文・アイヌ期を中心とする考古資料の調査）

8.7 民族資料（木綿衣）1点（着物の複製製作のための資料調査） 札幌大学

8.22 民族資料（映像資料）1点（釘｜｜路地方のアイヌ民族文化伝承 記録 お茶の水女子大学大学院

および考古学研究家安倍寛次氏の調査）

8.28 民族資料（サラニップ他）3点（アイヌ民具の調査） 新ひだか町立静内郷土館

9.26 歴史資料（キノコムラージュ標本）48点 東京大学大学院総合文化研究科

（日本のムラージュの系譜）

10.1 動物資料（ヒマラヤ産ネズミ類）50点（沖縄産化石動物の研究） 愛知教育大学
一…一一一……一一一・・・・・・・・・・・・－－一一一一一一一一一一

10.7 考古資料（千島列島産考古資料）概要（千島列島出土資料） サハリン州郷土博物館
一一一....・E・－一町山一一…－・・・・・・－一…一一一………－－・・・・－・・・・・・－・・…

10.7 考古資料（千島列島産考古資料）概要（千島列島出土資料） サハリン州職員
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月日

10.31 

利用資料

民族資料（酒椀他）4点

（「アイヌ文化の漆椀Jについての形態的検討）

利用機関

｜北海道開拓記念館

11.15；動物資料（ハシブトガラス他）23点 ！本学獣医学部獣医学科

（カラスの紫外線視についての研究） ；生理学教室

11.18白扇面
生物圏環境科学科

12.2 i考古資料（貝製品他）69点（利尻富士町の先史時代資料の調査） i利尻富士町教育委員会

12:13；司物間以鳥語夜浸標示）1品、（化云動防記胃石に関子る研主） i本学誌釘専l物館

12.18 1民族資料（映像資料）1点 北海道立アイヌ民族文化

（「北海道博物館」開設に向けた展示内容構成のための資料調査）！研究センター

12.19 i考古資料（土器片）7点 ；本学大学院文学研究科

（続縄文文化の資源 ・土地利用に関する研究） 北方文化論講座

12.19 ！考古資料（写真資料）3点（論文「河野コレクション（旭川市博物館本学大学院文学研究科

；収蔵）の内耳土器」にて利用） ！北方文化論講座

1.9 j考古資料（古銭他）2点（加工銭および石狩のチョウザメ漁の研究）川、しかり砂正の風資料館

1.17 1民族資料（イナウ）1点（ 「アイヌの祭具 ・イナウの研究」に参考資i本学アイヌ・先住民研究センター

料として紹介文を執筆予定） I 

1.30 ；考古資料（鉄器他）42点 弘前大学人文学部

（中近世北方交易と蝦夷地の内国化に関する研究）

三：了一：··~族3言瓦i長子共ヨ白~） 100 ：，示子三云~寺：｝忌－：尋扉長5詞主了一一伺一
族資料（木綿衣）1点（民族衣装作製の参考資料） ；ヤイユ一カラの森

民族資料（はね木わな）1点（調査情報の再検討および民具調査） i本学アイヌ・先住民研究センター

博物資料貸出実績

展示目的等による博物館収蔵資料貸出は以下の 4件である 。

貸出期間 ！ 貸出資料 利用機関

7.5～9.27 i民族資料（魚皮衣他）6点（第 58回企画展「ぎ、ょ ・魚 ・漁 ー淡水魚の知；ミュージアムパーク

；られざる生態を追って Jにて展示） ；茨城県自然史博物館

日 21 i民族資料（ベカンベ祭映像）1点（塘路振興会女性部学習会「塘路の歴史j標茶町郷土館

j～塘路アイヌの文化と暮らし～」にて使用）

1.16 ！歴史資料（映像資料）3点（講演「写真 ・映画 ・展示におけるアイヌの表国立歴史民俗博物館

！象の歴史と今日的課題」に使用）

3.12～3.28 I民族資料（映像資料）1点（「北海道博物館Jにて展示資料として上映） ；北海道立アイヌ民族

文化研究センター
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植物園を利用した論文一覧

木園をフィーノレドとして、また収蔵資料を用いて執筆された論文のうち、本年度中に報告

のあったものは以下の 16件である。

執筆者 論文 掲載

安保英志 歴船川｜下流域の植物相 木 学 農 学 部 生 物 資 源 科 学 科

平成 25年度卒業論文

船木麻奈未 浮島湿原の植物相及び植生の現 本学農学部生物資源科学科

状把握 平成 25年度卒業論文

李蛾英 静狩湿原の植物多様性・生態系 本学大学院農学院環境資源学

変化の評価に関する研究 専攻平成 25年度修士論文
..................・－・・・・－・・・・・－・・・・・－・・・・－・・・・・・・・・・・・・・－・・・・－・・

市川敦嗣 ハシブトガラス（COTVUS 本学獣医学部獣医学科

macrorhynchos）及びハシボソガ 平成 25年度卒業論文

ラス（Corvus coronθ）の羽毛の反

射光スベクトノレに関する研究

石橋孝夫 石狩浜の漂着遺物とその履歴 いしかり砂Eの風資料館紀要

第 4巻： 41-54(2014)

石田光 北海道におけるゼ、ンテイカの葉 酪農学園大学大学院酪農学研

緑体ゲノムの遺伝的多様性 究 科 平 成 25年度修士論文

小林幸夫 「アイヌ文化の漆椀Jの形態分 北海道開拓記念館研究紀要

類に関する基礎的研究（2) 42号： 23-64(2014)

九石太樹，陶山佳久 絶滅危倶植物チョウセンキパナ 東北大学大学院農学研究科

アツモリソウ （Cypn》edium 平成 25年度修士論文

gutta tum）の保全遺伝学的研究
…一一一日－－・・・・・・・…・....・・・・・・－－・・・・・－一一一一一一..............

森庄平 有用物質生産を行うウキクサ表 本学大学院環境科学院生物園

在細菌の探索およびその利用 科学専攻平成 25年度修士 論文
一一・....・－・....・－・・....・－一一‘....・－一一一一一一……………一一

森本洋輔 エストロゲン分解細菌の探索と 本学大学院環境科学院生物園

ウキクサ共生浄化の試み 科学専攻平成 25年度修士 論文
・・....・－・....・・－・・・・・・・・...........・－－一一一山崎一………一一一…

永井朋子 Effects of temperature, 本学大学院環境科学院生物圏

predators, and competitors on 科学専攻平成 25年度修士論文

geographic variation in 

morphology of large field 

mouse. 

Nori Nakayashiki, Specific detection of Japanese Forensic Science 

Manami Fujita, aconite using multiplex PCR. In tern a tional: Genetics, 

Koji Dewa Supplement Series 4: e356・

357(2013) 

-23-



執筆者

Ojima Takuya 

Wakako Suzuki, 

Masayuki Sugawara, 

Kyoko Miwa, 

Masaaki Morikawa 

高瀬克範

論文

Growth promotion of an 

掲載

本学大学院環境科学院生物園

aquatic plant, Lθmna minor, 科学専攻平成 25年度修士論文

by its associated bacteria 

Plant growth-promoting 

bacterium Acinetobacter 

Journal of Bioscience and 

Bioengineering, 118(1): 41-

calcoaceticus P23 increase the 44(2014) 

chlorophyll content of the 

monocot Lemna minor 

(duckweed) and the dicot 

Lactuca sativa (lettuce) 

続縄文文化資源利用一隣接諸文 ；国立歴史民俗博物館研究報告

化との比較にもとづく展望－ 11s5: 1-55(2014) 

武田沙千愛 福島第一原発事故によるアズマ ；富山大学理 学部生物圏環境科

モグラ （Mageraimaizumii）への ！学 科 平 成 25年度卒業論文

放射性核種の影響
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植物園における授業・研修等利用実績

本閣において実施された授業・講義およ び研 修は 以下 の 23件である 。

月日 授業・実習内容 j指導教員 ； 対象者

4.22 フィーノレド科学 大原雅 本学 1～4年生

4.1～1.27 フィールド科学実習 山口高広 市立札幌大通高等学校生徒

(12回）

4.30 生物資源科学実験 愛甲哲也 本学農学部生物資源科学科 3年生

5.7～7.2 生物資源科学実験 東隆行 本学農学部 3年生

(5回）

5.9～7.18 一般教育演習 東隆行 本学 1年生

(3回） 「エコキャンパス植物学入門j

5.11 博物館解説講義 越田賢一郎 札幌国際大学

5.14～7.23 生態学実習 加藤徹 本学理学部生物科学科 3年生

5.16～7.11 生物学実験 東隆行 本学農学部生物資源科学科 4年生

5.28 水文学 井上京 本学農学部 3年生

5.30 植物系統分類学実習 小亀一弘 本学理学部生物科学科 3年生

6.1 パラタクソノミス ト養成講座 稲荷尚記 一般市民

（ハチ目マノレハナパチ属・中級）

6.21 生物学 藤田正一 札幌歯科学院専門学校 1年生

6.25～7.16 生態学実習 大原雅 本学理学部生物学教室 3年生

(4回）

6.28～7.12 基礎生物学実習 森川正章 本学理学部生物科学科 2年生

(2回）

7.5 一般教育演習 高橋英樹 本学 1年生

「北大エコキャンパス自然と歴史J

8.19～8.30 博物館実習 加藤克 帯広畜産大学4年生

酪農学園大学4年生

8.20～24 札幌基礎獣医学演習 稲葉睦 本学獣医学部 2年生

帯広畜産大学畜産学部 2年生

8.21 博物館実習 持田誠 酪農学園大学学芸員課程 4年生

8.23 ミズナラ堅果類結実状況調査実習 車田利夫 北海道職員

9.2～9.13 インターンシップ 富士田裕子 兵庫県立大学大学院緑環境景観

マネジメン ト研究科修士 1年生

10.18 博物館実習事前指導 加藤克 本学学部生、大学院生

11.7～1.23 生物資源科学特別実験 東隆行 本学農学部 3年生、 4年生

(9回）

1.14～1.24 博物館実習 加藤克 本学大学院文学研究科修士 2年生

本学文学部 4年生
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圏内植物開花記録

積算温度は 1月 1日から日平均気温が 0℃を越えた日の気温を積算した値。

開花日および積算温度の平均値は 1987年～ 2013年の 27年間の平均値。

開花日の平均値は積算日数（1月 1日からの日数）をもとに算出した。

（平均値の計算には開花が確認された年のみを用いた。）

植物名
開花日（月／日） 積算温度（℃）

No. 
2013 平均 早 い 年 ～ 遅 い 年 2013 平均 最低

1 
マンサク

Hamamelis japo111白
3/24 3/7 2/16 ～ 3/24 21.9 19.4 5.9 

2 シナマンサク
4/2 3/19 3/8 ～ 4/4 42.8 

Hamamelis mollis 
36.6 16.8 

3 マルパマンサク
4/2 3/20 3/7 ～ 4/3 42.8 38.1 

Hamamelis japom白var.obtusata 
13.7 

4 
エゾノリュウキンカ

Calthapalustzisval'. bmth臼．
4/22 4/4 2/20 ～ 4/25 161.0 94.9 11.4 

5 
フクジュソウ

Adonis 1mnos活
4/16 3/31 3/17 ～ 4/17 127.1 74.4 23.9 

6 
ミズ、パ、ンョウ

L戸:ichit.oncamtscha惚 'flS8
4/9 4/5 3/2 ～ 4/26 87.6 99.0 18.7 

7 
サモ、ンソウ

Symplocmp出色etzd1田 var.latis誼nus
4/22 4/4 3/1 ～ 4/24 161.0 98.9 18.7 

8 
カタクリ

Ei;r,位11v111・wnjapo111'cwn 
4/26 4/12 4/3 ～ 4/26 198.8 140.6 69.3 

9 
ナワズ

Daphnθkmntschab白 subsp.jezoenm旨
4/26 4/11 3/26 ～ 4/26 198.8 131.4 91.4 

10 
アズマイチゲ

Anemone raddeana 
4/22 4/12 4/3 ～ 4/28 161.0 141.7 89.8 

11 
ノVレレ

Ulmusjapo111，但 4/25 4/16 4/7 ～ 4/27 190.2 171.9 115.8 

12 
キパナノアマナ

Gagealu包a
5/5 4/18 4/3 ～ 5/5 250.5 183.0 122.6 

13 
アメリカハナノキ

Acer1ub1wn 
4/27 4/18 4/8 ～ 4/30 205.8 183.0 115.8 

14 
エンレイソウ

’11量五世nape talon 
5/7 4/20 4/10 ～ 5/7 261.5 202.1 153.9 

15 
カツフ

Ce1r:idiphyllwnjapo1凶•ciun
4/27 4/20 4/11 ～ 4/30 205.8 200.4 160.3 

16 
キタコブシ

Magnolia pl'Becocissi.ma可也 b01：四五s
5/7 4/23 4/13 ～ 5/7 261.5 231.8 162.5 

17 
サンシュユ

仁--:On1uso，径也1alis
5/10 4/22 4/11 ～ 5/10 293.4 219.7 160.3 

18 
コジマエンレイソウ

匁曲・wnsmallii 
5/10 4/24 4/10 ～ 5/10 293.4 237.8 142.6 

19 
ハクモクレン

Magnolia heptapeta 
5/13 4/28 4/18 ～ 5/13 322.6 269.7 195.0 

20 
シフネアオイ

Glaucidiwn palmatiun 
5/11 4/28 4/18 ～ 5/11 303.2 272.8 234.1 

26 

～最高

～ 34.8 

～ 55.1 

～ 57.3 

～ 183.0 

～ 135.5 

～ 182.5 

～ 176.9 

～ 198.9 

～ 198.9 

～ 217.0 

～ 212.9 

～ 250.5 

～ 217.8 

～ 261.5 

～ 250.3 

～ 307.4 

～ 293.4 

～ 293.4 

～ 322.6 

～ 323.1 



No. 植物名 開花日（月／日） 積算温度（℃）

2013 平均早い年 ～遅い年 2013 平均 最低～最高

21 リンソウ
Anemone Ba位 ！da 5/10 4/27 4/18 ～ 5/10 293.4 269.4 205.6 ～ 306.9 

22 チシマザクフ
Prunus nippomca可也主凶，,jjensis 5110 4/28 4/20 ～ 5/10 293.4 279.3 234.1 ～ 337.0 

23 オオバナノエンレイソウ
2量五wnkamtshaticum 5117 516 511 ～ 5/17 364.3 315.4 268.7 ～ 364.3 

24 エゾヤマサoクフ
Pnm山 saJ.'g.印白． 5/13 4/29 4/21 ～ 5/13 322.6 289.2 254.4 ～ 337.0 

25 モクレン
Magnolia quinquepeta 511 7 513 4122 ～ 5/18 364.3 320.3 254.4 ～ 387.3 

26 クロフネツツジ
Rl10dode11dm11 s，品五rppe.出，acJiii 5120 5/11 4/30 ～ 5/21 402.6 410.4 370.3 ～ 468.8 

27 アメリカトチノキ
Aescul，凶 ：glabra 5/27 5/12 5/3 ～ 5/28 499.3 439.3 367.2 ～ 587.9 

28 ノ、クサンチ ドリ
011℃：his m:istata 5127 5116 517 ～ 5/29 499.3 490.6 398.0 ～ 584.9 

29 ノ＼ナカイドウ
Malus halliana 5127 5115 516 ～ 5/28 499.3 478.6 428.5 ～ 614.7 

30 クマガイソウ
Cypnpe盛田njaponicum 5/28 5/17 5/13 ～ 5/29 519.3 503.6 413.7 ～ 614.7 

31 ウワミズ‘ザ、クフ
PnmuslJl：可部a 5/27 5/16 5/6 ～ 5/29 499.3 489.0 428.5 ～ 587.9 

32 サ／ルレメンエヒビビ、守、
Caimi；也e凶•cminata 5/31 5/21 5/12 ～ 5/31 572.2 556.8 437.2 ～ 654.3 

33 ムフサキハ、ンドイ
Syringa vuigmis 5129 5/17 4/30 ～ 5/30 534.6 502.3 405.9 ～ 614.7 

34 シャク
An泣11iscussylves凶s 5/28 5/18 5/6 ～ 5/29 519.3 509.3 450.9 ～ 666.7 

35 ススフン
Con阻 llm1akeiskei 614 5124 5118 ～ 6/4 635.1 598.7 479.4 ～ 697.1 

36 キンロノえイ
Paten，凶IJafi:u timsa v也哩ida 6/11 5/31 5/20 ～ 6/12 756.2 694.5 594.5 ～ 809.9 

37 オオハナウド
正｛eradewndulce 618 5/31 5/23 ～ 6/15 700.7 697.9 613.3 ～ 791.2 

38 キングサリ
Labumwn anagymides 618 611 5124 ～ 6/10 700.7 706.3 611.2 ～ 809.9 

39 ヒマフヤハ、ンドイ
SJ'l企Jgaemocli 6/11 6/5 5/25 ～ 6/17 756.2 774.4 697.8 ～ 932.4 

40 ハクサンシャクナゲ
Rhododendzvn bra，出y阻 ＇PWll 6/2 6/5 5/16 ～ 6/22 608.8 770.2 608.8 ～ 966.7 

41 エゾネギ
Allium schoenoprasum 6129 6126 6121 ～ 7/8 1082.3 1138.3 1024.4 ～ 1343.2 

42 ナッツバキ
Stewmtia pseudo-cmnellia 7112 715 6128 ～ 7/13 1372.8 1314.6 1184.7 ～ 1515.9 

43 オオウノミユリ
白地•ooinw11mrda血mvai:glel111ii 7/12 7/9 7/5 ～ 7/18 1372.8 1377.5 1307.9 ～ 1519.5 

44 オクトリカブ ト
Aconitum;apom'cwn 8120 8117 818 ～ 9/10 2281.7 2207.1 1413.0 ～ 2715.4 

45 アメリカマンサク
Hamamelis四giniana 10115 10/7 9/27 ～ 10/15 3309.8 3193.0 2957.5 ～ 3502.6 
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圏内気象記録

( 1）外気温（2013年 1月から 12月までの月ごとの平均値を示した。）
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(2）積雪深（2013年 10月から 2014年 4月までの毎 日の値を示した。
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年間平均気温 9.4℃ 

年間最高気温 34.8℃ 

（記録日 7月 8日）

年間最低気温 ・13.0。C

（記録日 1月 9日）

初雪

．根雪初 日

11月 12日

12月 13日

終日 4月 12日

最高積雪深 127 cm 

（記録日 2014年 2月 22日）



種子交換事業データ

2013年度に実施した種子交換事業の結果をデータとして以下にまとめる。

(1）国別集計表

国名
目録送付 受注 発送

機関数 機関数 延べ種類 機関数 延べ種類

Austria 6 。
Belgium 7 1 6 1 6 

Canada 3 1 4 1 4 

China 1 。
Czech 11 1 13 1 11 

Denmark 2 。
Estonia 2 。
Finland 3 1 9 1 9 

France 20 4 11 4 11 

Germany 35 10 51 10 50 

Holland 6 2 17 2 17 

Hong Kong 1 。
Hungary 6 2 21 2 21 

Iceland 2 1 1 1 1 

Iran 1 1 7 1会 7* 

Israel 1 。
Italy 11 2 18 2 18 

Japan 6 4 18 4 18 

Korea 4 1 3 1 3 

Latvia 2 1 4 1 4 

Lithuania 2 。
Monaco 1 。
Norway 5 1 6 1 6 

Poland 7 。
Romania 6 1 8 1 8 

Russia 6 2 7 2 7 

Slovakia 3 1 1 1 1 

Spain 3 。
Sweden 3 。
Switzerland 10 2 5 2 5 

U.K. 3 2 7 2 7 

U.S.A. 5 。
Ukraine 2 。

延べ数 186 41 217 40 207 

国 数 33ヶ国 20ヶ国 19ヶ国

（＊注文を受領したものの 、相手国側 の防疫に関する手続き上、発送できなかったもの）

29 



(2）種子の種類別集計表（数字は機関の数を示す）

NQ 科 名
学名 数戸J任〈一， 義発 発送国名

不日 名 （括弧内は機関数、無記載は 1機関）

Aceraceae Acer miyabei 
Finland, Germany, Holland, 

1 
カエデ科 クロビイタヤ

10 9 Hungary, Iceland, Italy, Japan, 
Norway, Romania 

Betula apoiensis 
Belgium, Germany(3), Holland, 

2 
アポイカンパ

11 10 Hungary, Japan, Norway, 
Betulaceae Romania, U.K. 

トーーーーーーー
カバノキ科

Betula ovalifolia Belgium, Germany(4), Hungary, 
3 

ヤチカンパ
11 10 

Japan, Norway, Romania, U.K. 

Adenophorn triphylla var. 
5 Germany, Hungary, Italy, Korea, 

4 ;apomca 7 
Campanulaceae ツリガFネニンジン U.K. 

トーー一一一一一
キキョウ科

Lobelia sessilifolia 
5 

サワギキョウ
4 4 Germany, Holland, Italy, Russia, 

6 
Macr吋 ＇iervillamiddendorfffana 

4 4 France, Germany, Japan(2) 
Caprifoliaceae ワコンワツギ

スイカズラ手ヰ Viburnum furcatum 
7 

オオカメノキ
5 4 Germany(2), Hungary, Romania 

8 
Cirsium aomorense 

2 2 Holland, Italy 
アオモリアザミ

9 Compositae 
Eupatorium makinoi 

6 
6 Germany(3), Holland, Hungary, 

ヒヨドリパナ Italy 
キク科

Parasenecio hastatus 
10 subsp. orientalis 4 4 Germany, Hungary, Italy, Japan 

ヨブスマソウ

Daphniphyllaceae 
Daphniphyllum macropodum 

Belgium, Finland, Germany(6), 
11 

ユズリハ科
subsp. humile 12 12 

Holland, Italy, Norway, Russia 
エゾユズリハ

12 
防 cciniumjaponicum 

5 5 Germany, Japan, Latvia, Russia(2) 
アクシバ

トーーーーーーー

13 
Ericaceae 均 cciniumoldhamii 

2 2 Germany, Japan 
ツツジ科 ナツハゼ

ト一一一一一一一

14 
Vaccinium smalliivar. smallii 

1 1 Germany 
オオパスノキ

;:!~:(i) Canada, Czech, Finland, 

15 
Glaucidiaceae Glaucidium palmatum 

18 18 , Germany(~(2f olland, 
シラネアオイ科 シラネアオイ Hungary,~1(1): Japa Korea, 

Switzerla U.K. 
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NQ 科 名
学名 戸λ数、住工 義発 発送国名

手口 名 （括弧内は機関数、無記載は 1機関）

Dracocephalum argunense 
Czech, Finland, France, 

16 
ムシャリンドウ

8 8 Germany(2), Italy, Switzerland, 
Labiatae Russia 
シソ科

Lθucoscξptrum japonicum 
17 

テンニンソウ
2 2 Czech, Germany 

18 
Lardizabalaceae Alcebia t1ifolia ta 

2 2 Germany, Holland 
アケビ科 ミツバアケビ

19 
Leguminosae Lathyrus japonicus 

4 
4 Czech, Germany, Holland, 

マメ科 ハマエンドワ Hungary 

却
Oxytropis megalantha 

4 4 Canada, Czech, Germany, Japan 
Leguminosae 

レブンソウ

マメ科 Thermopsis lupinoides 
21 

センダイハギ
2 2 Hungary(2) 

Magnolia obova ta 
Finland, Holland(2), Hungary(2), 

22 
ホオノキ

11 10 Latvia, Norway, Romania, 

一
Magnoliaceae Slovakia, U.K. 
モクレン科 Magnolia sieboldii Czech, France, Germany, 

23 subsp. siebolcカY 11 10 Holland(2), Hungary, Latvia, 
オオパオオヤマレンゲ Norway, Romania, U.K. 

24 
Phytolaccaceae Phytolacca acinosa 。。
ヤマゴボウ科 ヤマゴボウ

Pタoデlyg科onaceae 
Aconogonon weyrichii 

25 var. wey1ichii 2 2 France, Italy 
ウラジロタデ

26 
Ranunculaceae Cimicifuga simplex 

2 1 Japan 
キンポウゲ科 サラシナショウマ

27 
Agrimonia pilosa var. viscidula 

1 1 Hungary 
Rosaceae 

キンミズヒキ

一ノ〈ラ科
RhodotマypブOSきそscan dens 28 
シロヤ

3 3 France, Italy, Romania 

29 
Scroph ulariaceae Scrophularia kakudensis 

5 4 Germany, Holland, Italy, U.K. ゴ、マノハグサ科 オオヒナノウスツボ

30 
Styracaceae Pterostyrnx hispida 

3 3 Italy, Latvia, Romania 
エゴノキ科 オオパアサガラ

31 
Pa t.rinia scabiosifolia 

4 4 Germany(2), Holland, Russia 
Valerianaceae 

オミナエシ
ドーーーーーー

オミナエシ科
32 

Pa t1inia vlllosa 
5 

5 Belgium, France, Holland, 
オトコエシ Hungary, Russia 

Araceae Arisaema peninsulae 
Belgium, Canada, France, 

33 
サトイモ科 コウライテンナンショウ

9 9 Ger:(~5,' Holland, Hungary, 
Jap Korea 
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NQ 科 名
学名 数戸J注ζ ,. 議発 発送国名

平日 名 （括弧内は機関数、無記載は 1機関）

34 
his ensata var. spontanea 

6 
6 Czech, Finland, France, 

ノハナショウブ Germany, Hungary, Italy 

一
35 

Iridaceae his sanguinea 
3 3 Czech, Hungary, Italy 

アヤメ科 アヤメ

一
36 

h'.土ssetosa 
5 

5 Canada, Czech, Finland, 
ヒオウギアヤメ Germany, Italy 

Cardiocrinum cordatum var. Czech, Finland, France, 
37 glehnii 8 8 Germany(2), Hungary, Japan, 

オオウパユリ Switzerland 
一 Convallaria majalisvar. 
38 manshun・ca 3 3 Germany(2), Hungary 

ススラン
一
39 

Hosta sieboldiana 
2 2 Italy, Japan 

トウギボウシ

一 Liliaceae 
40 ユリ科 Hosta sieboldiivar. rectifolia 

2 2 Italy, Japan 
タチギボウシ

41 
Maianthemum d1Jatatum 

2 2 Finland, Germany 
マイヅノレソウ

42 
S1111Jacina japonica 

3 3 Czech, Germany(2) 
ユキザサ

43 
Sn11Jax 1iparia 

3 3 Germany, Japan, Switzerland 
シオデ

以上の表から、特に注文件数の多かった種類としては次のものが挙げられる 。

シラネアオイ 18 f，牛

エゾユズリハ 12 イ牛

アポイカンパ 11件

ヤチカンパ 11件

ホオノキ 11件

オオパオオヤマレンゲ 11件

また、品切れにより送付できなかった種類および件数は合計 2種 3件で、特に不足した

種類は次の通りである。今後は種子の採集量に配慮、が必要である 。

ツリガネニンジン 2件

オオヒナノウスツボ 1件
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導入植物一覧

2013年 4月より 2014年 3月の聞に採集および寄贈により本園が導入した植物は以下の

292点、 52科、 98属、 252種である。

科名 学 名 和名

アオイ No1句，tJ.icherompact;a 

。•i1dIBhanksiahymenodon 

アカネ CmdIBhanlIB1a sp. 

Jabo1：四 lacimata

アカパナ Geno位w1：ち a回世/is

Al'abis andmsacea 

アブラナ D1c1ba cf. bmni迂rolia

D1-aba athoa 

アヤメ
Calydo1：モa玲phio1des

Idssp. 

AlstJ.veme11a angzぉ伝ifolia

AlstJ.veme1ia aw-ea 

Als包iveme1iacwnmingiana 

Alstmeme11a♂'8111ll1回

Alstm臼ne1iahooke1i 

Als，凶 eme1ia福留i

Als包iveme11alepo1in8 

Als白veme1ialigtu subsp. in但 rnata

Alstmeme1ia hgtu subsp. simsii・

Als白veme1iama伊 ificasubsp. magenta 

Alstmem白羽ma伊 ificasubsp. magi盛田

アノレストロメリア Als，凶 eme1iamagn進国

Als位。eme11apalhda 

Als包ivemeiiapelegiina 

Als包iveme1iaphihppii可也 albicans

Als白vem白血ph必ippiivm・.phili》IJ).ii

Alstmeme1ia pulcln-a subsp. pulchrn 

Als，包•vemeiiapulcln-a vru・. maxima 

Als，包1veme1ial'evoluta 

AlstJ.veme1ia schizan也'Ola田可泣.sd註rzan泣wides

Als位•veme1ia im1bellata 

Als包1veme1iaviolacea 

Alstmeme1ia w臼 d臼 'lllaJ刀iii
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科 名 学名 和名

Alstmeme1ia d面白subsp.chzys.創的a

アノレストロメ リア Als白Uθune1iapresh'ana subsp. presh'ana 

I正当日intoch.ii・ovallei 

イソマツ Limoniwn問 ightiivax.lutewn キバナイソマツ

イワタノ《コ Aeschynanth出

イワデンダ Onoclea sens，ゐ巡回ar.intenupta コウヤワラビ

Nepen，仕1esalata ネベンテスアラタ

Ne pen仕1eSaJ.加mm-ginata ネベンテスアノレボ‘マルギナタ

Nepenthes ampullm1'a ネベンテスアンプラリア

Nepeni泣1esbw1J・,s:ei ネベンテスブルケイ

ウツボカズラ Nepenthes stenophylla ネペンテスステノフィラ

Nepeni泣1estz'lll1砲 'fa ネベンテス トルンカタ

Nepenthes ventzi.α'JSa ネベンテスウエントリコサ

Ne pen泣1esvo.酔,jjj ネベンテスウォゲリイ

Nepθnめes'Miranda’ ネベンテス ‘ミランダ’

ウマノスズクサ
Aiistolochia b1idgesii 

Aiisb.ョ•lochia chilensis 

オモダカ ぬ1gittm1'atzilら,Jia℃aerulea’

ガガイモ Hoya切 'l'IlOSEl サクララン

Oxalis.iava ＇白，IdIsland' オキザリスフラワ gゴーノレドアイランド’
カタバミ

Oxalis squmnata 

カリケラ Calycem he1-bacea 

Qy出船出回dolichosceles

キキョウ
Cym1anth出 ma，α放浪lyx

Lobeh'a rhynchopetalwn 

Ph，戸 ・ople1,出 comosa アクマノツメ

Leontopocliwn alpinwn 

Leontopocliwn ande1：回 ,nij

Leontopocliwn 1田 nもopoclioid,田

L印•ntopocliwnlong品h凶 1

Leon匂IJ)ocliwnm田 coid,田

キク
Leon，旬IJ)ocliwnnivale 

L印 intopocliwnιdnvleucwn

I正当ontopocliwnpus.辺um

L印•ntopoιliwnsou占臼．

Mutisiaacm沿'118匂

Mu白~a decwwns 

.Mutisia ilicifoh'a 

A

－
 

q
d
 



科名 学名 和名

Mutisia !in開討昔、，Ji,,

Mutisja oh'godon 

Mutis1a号rJ}lll（田 a

Mu白I注subuJat.ョ

P臼 ・eziacarthamojdes 

品 ussw四 cf..Ii印•ntodonto1des

SausswPacf. 1ll1llbo1um 

Sausswモaglmmm!ohi,

Saussw，モagnaphalodes 

キク SausswPa meraci魁/ja

Saussw・モamdulmis 

Sau，邸 wPanupwip田'llsis

SallSSwPa obvallata 

SausswPa卯吋uamys

SausswPa pws，包主主句

正沿USS山間sp.

Sa11SSwPa s，凶/Ja

Sen（悶•o1'8mcm1S セネキオラディカンス

S四回vzo.θ必1θ~i

キョウチクトウ Amsoma ejjjptJi回 チョウジソウ

Anemone moo1pj 

AquilegJa semiaquiJ.θ¥;18 シズノオダマキ

Calhanthemwnα問 1dzi.JらJjwn

Ca必llilthθmwnk（臼刀臼1anw11
キンポウゲ

CaL五•an泣1emw111myabeanw11 ヒダカソウ

Cal，出as四 ']JO，路

PulsatiDa n1t.θ♂泊>lia ヒトツパオキナクーサ

PulsatiDa tatewakjj ルイコフイチゲ

ケシ
Mi邸主onopsishemici 

M悶 'llOpsjsmteg1iゐ>h'a

Calceolmiaほ na

Ca.Iiα！（）］mia品 cauns

ゴマノハクーサ
Mm1ul，田 b1id,酔 'Sll

地 mulusc11p1・唱団

λ1[i111 ulus Ju teus 

Mn11ulus nman必1US

サクラソウ
Andzv，回白aff.)'al＇玄ongens.is 

Andzvsace bjsulca var. aw'El臼

に
dq

d
 



科名 学名 和 名

Andmsace brachys民gia

Andmsace chama匂iasmesubsp. lehma1111iana トチナイソウ

Andmsace limp1ichtii 

A11dmsace mmiae 

A11drosace mmiaθval'. 白bθ白白

サクラソウ A11也•vsacetangi思'liashane11Sis

A11dmsace minor 

A11dmsace ngzda 

All(irosace zay屯ie11sis

Plimula allio11ii 

Plimula bo11四五s カワシマコザクラ

Helimnphora 11111101・ ヘリアンフォラミノーノレ

He.益•amphoran註'1101'X hetemdoxa ヘリアンプォラミノール×ヘテロドクサ

Sa11沼ce1国‘Adesugata’

Smrncema Davavm:. rub1ico1pora 

サラセニア Sa11'8，αnia Da va var. 1ugelii サラセニアフラワ刻重ノレゲリイ

Sa11'8cema Davavm:. 1uge必’ ‘D紅 l王throat’ サラセニアフラワ変種ノレゲリイ zダークスロート’

Smrncema leucophyDa‘Ruby Joyce' サラセニアレウコフィラ zルビージョイス’

Sa11'8ce111a 1111.llOl'可也 oke.imokee11sis サラセニアミノール変種オフェケノキーンシス

Smrncema sp. 

シュウカイドウ Bθgonia fonnosa11a マルヤマシュウカイドウ

Cmopl101'8 chuquite11sis 

シレンゲ Caiopho1'8 com11ata 

Caiopl101'8 p1ie，総a

スイカズラ ’T11ostew11 piz111a ti.idwn ホザキツキヌキソウ

スイレン Mc飴U18α＂UZJ8118 パラグアイオニパス

v'iola cotyledon 

v'iola delfinantha 
スミレ

v'iola Ji.位J1:叫lis

v'iolap01・租leS1a

Eliogonwn w11beDatw11v位、porte11・

タデ Rheum alexan，也：'8e

Rhθw1111obile 

Pi11gi忌•cula dlile11S1s 

日'llgi山•cula cydosecta 

タヌキモ Pmgllicula田senana

Pi11giucula 11101'811θ~JS is‘Molango' 

Pi11gizicula p1i111u益if101'8
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科名 学名 和名

Ubiculaiia sai1倍~'8011.i.i
タヌキモ

U出culai1aWal.Vlll'g,註

ツバキ CameL白j注rpom'ca‘RoyalVelvet’ ツバキ ‘ロイヤノドカレベット’

ツユクサ Cochhostema 

ツルキジノオ
Elaphoglosswnαinitwn 

Elaphoglosswn d伎 XJ1'atw11

テコフィレア Zephy.m elei伊 1S

トウダイグサ Jabvpha cw，四 S ナンヨウアブラギリ

トクサ Equise加mgig;.組 1tewn

Man ch哩 01'/1o伍rciaiwn

Salpiglossis sinuata. 

ナス Sd註,zan泣ll/SW国rneiJS

&1悩，zan泣1l/S!fl'ahmnii 

Sd註,zan出回hooke1ii

Silene hook，臼 Y’
すす、シコ

Silene w；三／fem必i エンビセンノウ

ノウゼンカズラ Argylia 1'adiata 

ノウゼンハレン
τ｝vpa，田 iJ1m1azurewn 

Tivpa，田 iJwnb1'colol'・

ノボタン B1-echa okinawensis コパノミヤマノボタン

Nolana pai'adoxa 

ノラナ Nolana salsoloides 

Nolana 1-e1'chei 

Alcai1出・四impe1ialis

B1vcchi11ia詑 dueta ブロッキニアレズクタ

パイナップノレ
Puya bede1v11.iana 

Puya chilensis 

Puya veni田 ta

主rJlandsiakoJ.出

Cli吋＇aminiata

Ch'via nobilis 

Leuα四 uyneappench'culata 

Leu.蹴 'OlynemqU1111bens.お

ヒガンバナ Leu=1yne mq1凶mbensis可也 cvquimbensis

Leu，α四 uynθcv1vna臼

Leu，αx01y11e dim01pho；開 tala

LeuαIC01JIJ1θpwp山田

Leu=1J1J1e pwpw：四可泣.intennediate 

ワ
tqu 



科名 学名 和名

Leuα四~JlJヲep凶P山開

LeuαiC01JlJ1θvitatta 

Placea oniata 

踏 10dophialaananwα 

Rhodophiala andi白h

Rhodophiala bag110li必i

ヒガンバナ Rhodophiala balm1i 

Rhodophiala laeta 

Rhodophiala montana 

思10dophialaphyceDoides 

Rhodophiala rhoda益'lion

Rhodophiala sp. 

Rhodophiala splendens 

Lepもvspermwnscopmi1m1 ギョリュウノ《イ（赤守E品）

フトモモ Lepむospennwnscopmiwn ギョリュウパイ（白花品）

Leptospenn山 11scopa11・1m1 ギョリュウパイ（桃創E品）

マメ
Adesmia longipes 

Lupin us 01"tぉ,ph韮/is

Dionaea muscipula ハエジゴ、ク

Dionaea mus，αipula‘AkaiRyu’ ハエジゴ、ク ‘赤い竜’

Dionaea musαipula‘Big Vigorous’ ハエジゴ、ク ‘ビ‘ッグピゴロス’

Dionaeam山 αipula 'Kyoto Red' ハエジゴク ら京部レッ ド’
モウセンゴケ

Divse1'8 binata 

Divse1'8 binataval'. multi/iiぬform.白色・ema

Drose1：沼田ipensis ドロセラカベンシス

D1vse1'8 haniiltonii ドロセラノ、ミノレトニイ

ヤナギ Salixmvui極量lia ケショウヤナギ

Alh'wn sild也•nense

Ali田 somah'ensis アロエソマリエンシス

企1田 tenu.ifoh'a アロエテヌイフォリア
ユリ

Kniphofia sp. 

τhchopetalwn plwn，田 'W11

’11ic；~由smae1：溜 1位1opsis キイジョウロウホ トトギス

Cal加出ealp in a キソエビネ

Calanthe a11仇雌~'8 キリシマエビネ

ラン Calani血e出国Iセiata サルメンエビネ

C;p日ipedi'im1cたvile コアツモリソウ

qゅ~ipediwngutta旬m キパナノアツモリソウ
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科名 学 名 和名

Cyp1ipediwn kentuddense 

Cypnpediwn shan盟国巴 ドウトウアツモリソウ

Dendmbiwn moni齢~111e セッコク

Epipacb.s thunbe1頃i カキラン

G描 ib.rx:h.ilustoramanus モミラン

Habenan'a longitentaculata ナメラサギソウ

Laen'a sincorata var.・ωθu:ulea×sib

レリオカトレアシージーロブリング
Leah'ocattle；匂 C.G.Roebling'Blue indigo’ 

《ブ〉レーインディゴ’

Lealiocat時四Caria'sMini-Quinii‘Angel Kiss’ レリオカトレア

Lipaiis k01：句 aponi.回 オオフガクスズムシ

Lipaiis lawne1i ジガノくチソウ

Lipaiis makinoana スズムシソウ
フン

Lipa11ssp. アキタスズムシ

Lipaiissp. ウスダクモキリ

Lipaiissp. 

Lipaiis包＇1ill,回匂 クモイジガバチ

N回出回出em；：おanensis フジチドリ

Orec)ll由118出 ；c101i ヒナチドリ

Pia匂n出erajapom'ca ツレサギソウ

Pia匂n仕wraopmydioidesvax. monophylla キソチドリ

Pia匂n泣w1ausswiensis トンボソウ

Sopmom・as co国'llea

Sopmom・as pygmaea 

Sopmom"tis wi：国原油a

Tan11'al.担島U'a ヒメトケンラン

リュウゼツラン Yi1c四 ala品ilia‘tricolor' サンシキセンジュラン

Gen白wia氏臼d臼1企ws

リンドウ Gen b.'ana lVZJ，白iivar.stolon品U'a

Genb.'ana stybime臼spp.elegans 
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新規登録標本数

植物部門では徳島県立博物館、東 北 大 学 津 田 記 念 館 と 標 本 交 換 を 行 い 、 そ れを含めた

2,521点の標本を導入した。また、合弁花類と単子葉植物を中心に 17,576点の標本をデー

タベース登録した。

博物館部門において新規登録した標本点数は 207点である 。内容として、東京大学北海

道演習林より受け入れたネズミ類や、自治体の博物館に持ち込まれた鳥類等の動物標本で

ある。

刊行物一覧

－北大植物園技術報告 ・年次報告 第 10、 11号

－北大植物 園研究紀要 第 13号 （掲載論文は、 北海道大学学術成果コレクション

HUSCAP[URL : http ://eprints.lib .hokudai. ac .j p/dspace/handle/2115/53161］で公開

している 。）

・北大植物 園資料目録 第 7号 「阿部永博士寄贈 噛乳類標本目録」（北大植物園 資料目録

第 7号は http://www.hokudai.ac.jp/fsc/bg/pdf/catalogue/ca t07 .pdfで公開している。）

．植物園 だより

2013 シ リー ズ⑬圏内で見られる 鳥たち

7.オオノレ リ

8.コムク ドリ

9.コゲラ

10.キジバ ト

11.ゴジュウカラ

12.ツグミ

（植物 園だよりは URL: http ://www.hokudai.ac.jp/fsc/bg/pdf/letter2013 .pdfで公開

している 。）

受贈・購入図書冊数総計

－受贈図書冊数

191冊（ うち植物園図書室 50冊、博物館図書室 141冊）

．購入図書冊数

日冊（ うち植物園図書室 40冊、博物館図 書室 11冊）
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職員業績一覧

学術論文

Fujimura Y., Takada M., Fujita H. and Inoue T. ・ Change in distribution of the 

vascular plant Basa palmata in Sarobetsu Mire between 1977 and 2003, Landscape 

and Ecological Engineering, 9:305-309(2013) DOI: 10.1007/s11355-012-0193-4 

冨士田裕子 ：荒廃した泥炭地湿原での地盤掘り下げによる植生再生試験，植生学会誌，

31: 85-94(2014) 

加藤克： ブラキス トンの鳥類標本ノー トについて，北大植物園研究紀要，13:35・47(2013) 

Suetsugu K, Yagame T : Color variation of the mycoheterotrophic orchid 

Yoania japonica, Acta Phytotaxonomica et Geobotanica, 65: 45-47(2014) 

橘ヒサ子，冨士田裕子，佐藤雅俊，松原光利，周進：サロベツ湿原の 1970年代

以降約 30年間の植生変化，北大植物園研究紀要， 13:1-33(2013) 

K. Ueda, Z.-J. Xu, N. Miyagi, M. Ono, H. Wabiko, K. Masuda, M. Inoue : 

Isolation and characterization of a carrot nucleolar protein with structural 

and sequence similarity to the vertebrate PESCADILLO protein, Plant Science 

208: 83・92(2013) 

Takahiro Yagame, Eriko Funabiki, Eiji Nagasawa, Toshimitsu Fukiharu, 

Koji Iwase: Identification and symbiotic ability of Psathyrellacθae fungi 

isolated from a photosynthetic orchid, Cremastora appθn diculata, 

American Journal of Botany, 100: 1823-1830(2013) 

著書

正富宏之／監修，加藤克／監修，揚妻 ー柳原芳美ほか著：鳥獣採集家折居彪二郎採集 日誌

鳥学 ・H甫乳類学を支えた男， 609p（折居彪二郎研究会編著， 一耕社出版，苫小牧市）（2013)

谷亀高広：山野草・栽培全書～日本・アジアの山野草篇～，271（みねはな会編著，近代出

版，京都）（2013)

学会発表

東隆行，根元智行，高橋英樹：広義オオパキスミレの遺伝解析・日本植物分類学会第 13

回大会，熊本（2014)
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冨土田裕子，小野理，小林春毅，イアヨン，新美恵理子・北海道における湿地の生物多様

性評価手法の検討，北海道立総合研究機構環境・地質研究本部 平成 25年度調査研究

発表会，札幌市（2013)

イアヨン，冨士田裕子．元国指定天然記念物静狩湿原のフロラ変化，植生学会第 18回大

会，仙台市（2013)

新美恵理子，冨士田裕子，小林春毅 ・湿地植物データベースを用いた北海道の湿地にお

ける植物の分布特性，植生学会第 18回大会，仙台市（2013)

佐藤雅俊，冨土田裕子，橘ヒサ子：到｜｜路湿原の植物群落，植生学会第 18回大会，仙台市

(2013) 

富樫晃一，冨士回裕子：国指定天然記念物「女満別湿生植物群落」における湿生林の遷

移及び更新，植生学会大 18回大会，仙台市（2013)

小林さやか，鶴見みや古，山崎剛史，加藤克：山階鳥類研究所に所蔵される鳥類標本とコ

レクター達，日本烏学会，名城大学（2013)

谷亀高広・ラン科サカネラン属における菌従属栄養性の進化に伴う菌根菌の変遷，日本

菌学界第 57回大会，東京（2013)

谷亀高広：光合成をやめた植物一菌従属栄養植物のたどった進化の道のり‘菌従属栄養

植物の菌根共生系の多様性’，日本植物学会第 77回大会シンポジウム，札幌（2013)

山下由美，兼子伸吾，東隆行，園府方五郎，藤井紀行，黒沢高秀：形態での分類が難しい

日本産トウダイグサ属トウダイグサ亜属を分子系統解析から探る，日本植物分類学会

第 13回大会，熊本（2014)

学術講演等

東隆行：進撃の植物分類学ーヤナギ科の場合一 ，北海道高山植物保護ネット 2013年度

市民フォーラム，札幌（2013)

冨土田裕子・湿原生態系の特徴と保全，第 10期ホイスコーレ札幌，ホイスコーレ札幌主

催，札幌（2013)

Fujita, H. : Biodiversity and conservation of mire ecosystems in Hokkaido, Japan, 

Japanese Delegation visiting to Fujian Academy of Agricultural Sciences -Academic 

reports, Fujian Academy of Agricultural Sciences, Fujian(2013) 
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富士田裕子 ・北海道の湿原の現状と問題点，平成 25年度ほっかいどう学（自 然環境）を学

ぶ会講演会，財団法人 北海道生涯学習協会，札幌市（2013)

富士田裕子・到｜｜ 路湿原 、その特徴と魅力，第 22回先端科学移動大学 2013（生涯学習釧路

市生涯学習センター），財団法人北海道青少年科学文化財団，釘｜｜路市（2013)

Fujita, H., Kobayashi, H., Lee, A. and Nimi, E. : Biodiversity and conservation of 

mire ecosystems in Hokkaido, Japan. International Workshop on Peatland 

Management 'Future aspect of management in tropical and cool temperate 

peatlands’Harmonious and Sustainable Relationship with Nature, Center for 

Sustainability Science, Hokkaido University, Sapporo(2013) 

加藤克 ：鳥獣採集家 ・折居彪二郎の足跡をたどって，苫小牧市博物館大学講座，苫小牧

(2013) 

その他 の業績

東隆行 ：北大植物園における保全対象種の種子採取， 30-31（公益社団法人日本植物園協

会 ：絶滅危倶植物の特性情報の集約に向けたプラットホーム作り，公益社団法人日本植

物園協会），東京 （2014)

富士田裕子：平成 25年度女満別湿生植物群落調査報告書 55（北海道大学北方生物圏フ

ィーノレド科学センター植物園），札幌（2013)

冨士田裕子 ：平成 25年度モニタ リングサイ ト 1000陸水域調査報告書，111（環境省自然

環境局生物多様性センター），山梨 （2014)

加藤克：津軽海峡を南北に分かつ動物学的境界，モーリー， 34:10-11(2014) 

志村華子，幸田泰則，永谷 工 ：レブンアツモ リソウの共生システムの解明とそれを利用

した自生地の復元，環境省公害防止等試験研究「レブンアツモリソウをモデルとした人

を含む在来生態系と共生できる絶滅危慎種自生地の復元技術の研究J平成 25年度推進

会議報告書（2014)

外部資金（競争的資金）の受入

東隆行 ：科学研究費補助金（基盤研究 B（一般）），カンラン岩流域と森林形態が物質フロー

および陸域・沿岸域生物資源に与える影響の解明， 150千円，分担者（2012-2015)
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富士田裕子：平成23年度環境研究総合推進費（環境省）（継続），戦略的研究開発領域課題

「陸水生態系における生物多様性損失の定量的評価 に関する研究」 （研究代表 者 九州

大学矢原徹ー）テーマ 4 「陸水生態系における生物多様性損失の定量的評価に関する

研究」（テーマ リーダ一国立環境研究所高村典子）サ ブテーマ （4）湿地における生物多

様性損失 ・生態系劣化の評価， 受託研究費 6,800千円，サ ブテーマ代表者（2011-2013)

冨士田裕子：女満別湿性植物群落調査（大空町），受託研究費 1,494千円，代表者（2013)

加藤克：科学研究費補助金（基盤研究（C）），千島・北海道東部出土遺物を 用い た複合

的な資料情報の収集 ・活用 に関する基礎研究 910千円 代表者（2012-2015)

谷亀高広：栗林育英学術財団研究助成金，希少植物ドウトウアツモリソウの生育域

外保全および増殖と、共生培養技術の確立に関する研究， 300千円，代表者（2013)
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入園者統計

(1）夏期開園期間（4月 29日～ 11月 3日）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 総計（人）

開園日 数 1 27 26 26 27 25 27 3 162 

一般
大人 167 4 969 7 484 5 383 5 909 4 692 3 680 659 32 943 

小人 7 440 465 379 699 208 140 26 2 364 

回数券
大人 24 402 564 258 306 222 192 36 2 004 

小人 。108 18 72 12 18 36 6 270 

団体
大人 。430 308 83 3 225 146 。 1 195 

小人 。。140 36 30 33 3 。 242 

札幌まちめ ぐ り 大人 。26 26 18 18 18 5 1 112 
パス 小人 。。 。 。 。 。 。 。 。
北大カード 2 118 126 77 54 69 78 20 544 

無料入園
大人 0 1 024 。 。 。 。 。 。 1 024 

幼児 3 493 507 133 174 94 163 21 1 588 

優 待券
パス 。18 21 10 9 2 9 7 76 

1回券 。18 42 33 24 17 14 6 154 

教職員 3 84 85 57 61 58 48 8 404 

北大生 9 309 326 229 240 237 183 73 1.606 

月別大人計 205 7 398 8 982 6 148 6 624 5 540 4 355 810 40 062 

月別小人計 10 1 041 1 130 620 915 353 342 53 4 464 

月別合 計 215 8 439 10 112 6 768 7 539 5 893 4,697 863 44 526 

大人・ 高校生以上 小人小 ・中学生 幼児小学生未満

札幌まちめぐりパス ：「札幌まちめぐりパス実行委員会」 が発行したポイント制回数券を利用した入園者
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(3）冬期開館期間（4月 1日～ 28日、 11月 4日～3月 31日）温室 のみ開館

4月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計（人）

開館日数 24 22 22 22 23 25 138 

有料入館 465 524 365 292 640 556 2,842 

乳幼児 7 6 。 5 6 7 31 
鉦

北大生 25 8 9 12 16 15 85 
料 教職員 。 4 。 。 2 9 15 

入 優待券 ｜パス
。 。 。 。 。 。 。

館 I 1回券 。 。 。 。 。 。 。
北大カード 7 3 2 3 7 2 24 

月別合計 504 545 376 312 671 589 2 997 

有料入館小学生以上

総入 園者数 47,523人

FD 

A

－
 



年間行事

4月 29日 開園日（～ 11月 3日）

5月 4日 「みどりの日 J植物園無料開放

5月 10日 安全教育

8月 1日
葉っぱで作る植物図鑑

～2日

10月 10日 防火訓練

11月 4日 冬期温室公開（～4月 28日）

3月 1日
冬の植物園ウォッチング・ツアー

～ 2日

人事異動

4月 1日 間内 鋭、北方生物圏フィーノレド科学センタ一事務部係長（学術協力

担当）より配置換え

3月 31日 谷亀 高広助教、 任 期 満 了 に よ り 退 職

職員研修記録

8月 26日 平成 25年度北海道地区国立大学法人等技術職員研修

～28日 参加職員高田純子、板羽貴史

10月 8日 平成 25年度国立大学法人北海道大学北方生物園フィールド科学センター

～10日 森林圏ステーション技術職員研修

参加職員高谷文仁

1月 22日 平成 25年度国立大学法人北海道大学北方生物園フィーノレド科学センター

～24日 水圏ステーション技術職員研修

参加職員高谷文仁

2月 4日 平成 25年度国立大学法人北海道大学北方生物園フィーノレド科学センター

～6日 耕地圏ステーション技術職員研修

参加職員 市川秀雄、林忠一、大野祥子、稲川博紀、持田大、板羽貴史
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職員名簿

園長（併）

教授

研究部

准教授

助教

助教

助教

技術部

技術専門職員

技術専門職員

技術専門職員

技術専門職員

技術専門職員

技術専門職員

技術専門職員

技術職員

技術職員

事務部

係長

嘱託職員

増田 j青

冨士田 裕子

東 隆行

加藤 克

谷亀 高広

市川｜ 秀雄

林 忠一

持田 大

永谷 工

大野 祥子

稲川｜ 博紀

高田 純子

高谷 文仁

板羽 貴史、

岡内 鋭

遠山 節徳

国立大学法人 北海道大学

北方生物園フィーノレド科学センター植物園
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